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新機能の概要 
• リコンサイルされたアカウントのア

クセス・ポリシーの収集 
• アプリケーション用にプロビジョニ

ングされたオブジェクトの詳細を取
得するための追加API 

• 動的組織メンバーシップ 
•  階層的な権限 
• カタログ監査 
• タ ス ク 、 リ ク エ ス ト 、 リ コ ン シ リ

エーション、編成用のアーカイブ/
パージの標準サポート 

• 下書きリクエストのサポート 
•  リクエストでの追加情報 
• アカウント/権限の依存性の処理 
• 権限フォームのサポート 
• アカウントおよび権限のサンライズ/

サンセット 
• 実行中プロビジョニング関連のリク

エストの移行 
• 柔軟な認定 
• Oracle Enterprise Manager経由の診断

コンソールの機能向上 
• 以前のバージョンからの認定の移行 
• カスタマイズ取込み用の 

Oracle Identity Managerタスクフロー
の有効化 

•  F V C ユ ー テ ィ リ テ ィ の 簡 素 化 と パ
フォーマンス強化 

• BI PublisherのWebSphere 
Application Serverのサポート 

 
 

機能概要 
• 永続的なカスタマイズをサポートす

る 機 能 豊 富 な ユ ー ザ ー ・ イ ン タ
フェース 

• パーソナライズされた、ビジネス・
ユーザー向けのセルフサービスのID
管理 

• アプリケーション・オンボードの迅
速化 

• 高度な委任管理とパスワード管理 
• 承認ワークフローとポリシーに基づく

プロビジョニングによるリクエスト 
• ID認定 

Oracle Identity Managerは非常に柔軟でスケーラブルなエンタープライズID管理シス
テムで、エンタープライズ/エクストラネット・アプリケーション全般で、IDやユー
ザー・プロビジョニングのイベントが一元的に管理され完全自動化されるため、操
作とビジネスの効率が向上します。Oracle Identity Governance Suiteに含まれるOrac
le Identity Managerは、ロール・ライフ・サイクル管理と特権アカウント管理の機能
を提供して、IDベースの制御を一貫して実施し、進行中の運用コストとコンプライ
アンスのコストを下げることができます。このホワイト・ペーパーでは特に、Oracl
e Identity Manager 11g Release 2 PS2で新しく導入された主要機能について説明しま
す。 
 
動的組織メンバーシップ 
エンタープライズやエクストラネットの典型的なユースケース・シナリオでは、ユーザー
はホーム組織に関連付けられますが、関連する機能を実行するために他の組織へのメン
バーシップが必要になることがあります。たとえば、サポート組織に所属するグローバ
ル・ヘルプ・デスク・ユーザーは、他の組織（経理部または営業部など）の特定の機能
（パスワード・リセットなど）を表示および実行するためのアクセス権が必要になります。
Oracle Identity Managerでは、ヘルプ・デスク・ユーザーを組織ビューア管理ロール（権
限付与に適し、それに限定されたロール）に手動で割り当てることができます。動的組織
メンバーシップでは、ユーザー属性に基づいてユーザーのメンバーシップを1つ以上の組
織に設定するルールを指定できます。この機能では、ロールの操作と同様に、組織のメン
バーシップ・ルールを指定できます。ユーザーが他の組織に動的に関連付けられると、そ
の組織で使用可能なユーザー、ロールおよび権限を表示するための暗黙のビューア権限も
取得します。特定のユーザーが特定の機能を実行する必要がある場合（前述のヘルプ・デ
スクの例など）、そのユーザーを対応する管理ロールに手動で割り当てることができます。
これは、動的なルールベースの組織メンバーシップであり（仮想組織ではない）、Oracle I
dentity Managerで物理組織と関連付ける必要がある点に注意してください。 
 
簡単なリクエスト管理 
Oracle Identity Managerには、アクセス権（エンタープライズ/アプリケーション・ロール、
標準/特権アカウント（Oracle Privileged Access Managerとの標準統合）、エンタイトルメ
ントなど）の一元化されたカタログがあります。Oracle Identity Managerでは、すべての
アプリケーションをそれらに関連する権限とともに示す一元化されたカタログから、地域
別カタログ、部門別カタログ、または階層型カタログのように、ニーズに合わせて複数の
ビューを作成できます。プログラムによって受益者一覧をカタログに送信して、リクエス
トを開始する他のシステム（チケット管理システムなど）と統合することもできます。 

Oracle Identity Managerは、アカウント権限をリクエストするためのビジネス・ユーザー
向けのカタログを提供します。ただし、以前のこの機能では、ビジネス・ユーザーが権限
に関連する依存性を知っている必要がありました。たとえば、ユーザーは、E-Businessで
発注書を作成する権限を付与する権限をリクエストするには、事前にE-Businessアカウン
トが必要であることを把握していなければなりませんでした。現在、Oracle Identity Mana
gerでは、関係する権限がリクエストされるとユーザーのアカウントを自動的にリクエス
トできるため、ビジネス・ユーザーがアカウントと権限の関係を把握する負担が軽減され
ています。 
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• エンタープライズ・アプリケーション

用のアダプタ・ファクトリと事前構成
コネクタ、LDAP/DBリポジトリの機
能を持つ統合ソリューション 

• 包括的な監査とレポート 

ビジネス・ユーザー、リクエスタ、承認者またはアクセス認定者は、ターゲット・シス
テムでの特定の権限のマップ先に関する詳細情報が必要になることがよくあります。た
とえば、E-Businessロールまたは職責を付与すると、ユーザーに一連のメニュー/ボタン
権限が付与されます。Oracle Identity Managerでは、リクエスト、承認および認定プロ
セス中に、このような重要な階層的権限メタデータをインポートおよび使用可能にする
ことができます。 

通常、ユーザーはターゲット・システムに複数のアカウントを持ちます。以前のOracle Id
entity Managerでは1人のユーザーへの複数のアカウントの関連付けをサポートしていま
した。現在は、リクエスト・チェックアウト・プロセス中にリクエスト内の特定の権限を
関連付ける対象のアカウントを指定できます。 

多くの場合、リクエスタは、アクセス・リクエスト中にリクエストされた項目ごとに追加
情報の提供を求められます。たとえば、複数の権限が関係するリクエストで、リクエスタ
はリクエストした権限ごとに開始日と終了日の指定を求められる場合があります。Oracle I
dentity Managerでは、リクエスタはこのような情報をリクエスト中に提供することが可能
であり、その情報は承認およびプロビジョニング・プロセスまでずっと保持できます。ま
た、Oracle Identity Managerは、指定された開始日および終了日に基づいて権限の付与ま
たは取消しを行うスケジュール済みタスクを標準提供しています。 

さらに、Oracle Identity Managerでは、リクエスタはリクエスト・カートを保存すること
によって、リクエストを後で検証および送信することができます。 

共同の認定プロセス 

Oracle Identity Managerでは、認定ワークフロー・プロセスに追加のレビュー・レベルを
指定する機能が導入されています。たとえば、Oracle Identity Managerで認定レビュー・
プロセスを起動して、そこで営業部長が直属の部下であるユーザーをレビューし、その後
その営業部長の上司も、自分の部下の判断を表示しながら同じアクセス権限をレビューす
ることができます。 

診断の機能向上 

Oracle Identity Managerでは、Oracle Enterprise Managerに新しい操作コンソールが導入
されており、このコンソールで管理者は定義済みのOracle Identity Manager操作、標準提
供および顧客定義のイベント・ハンドラ、子プロセス、ワークフロー・プロセス、および
状態情報とエラー情報のすべての全体像が得られるため、各種のサーバー・ログを調べる
必要がありません。このツールは、Enterprise ManagerのIDMパック（規模が大きくス
イート全体の監視機能を提供する）に置き換わるものではありませんが、Oracle Identity 
Manager専用の便利な診断ツールとして機能します。 

お問い合わせ 

Oracle Identity Managementについて、詳しくはoracle.comを参照するか、+1.800.ORACLE1でオラクルの担当者にお問い合わせくだ
さい。 
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